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「セーフコミュニティ」は、みなさんの身近に起こっている のことです。 

「事故やけがは偶然に起こるのではなく、原因を調べ対策を行うことにより、予防できる！」という考えのもと、 

です。 

「セーフコミュニティ」について詳しく知りたい方は、

市ＨＰをご覧ください♪♪ 

   目標 高齢者・子ども（中学生以下）の交通事故減少 

    自動車による交通事故減少 

 

   取組 ■高齢者 

      参加・体験型の交通安全教室 

      夜光反射材の着用啓発  など 

 

      ■子ども（中学生以下） 

      保護者等も含めた参加・体験型の 

      交通安全教育 など 

    

 

      ■自動車 

      シートベルト着用の啓発活動 

      高齢運転者への安全運転講習   など 

 

      ■その他 

      交通安全マップの作成 

交通安全分野では、上の効果的と考えられる取組を推進しています。 
 

 

 

 

セーフコミュニティに取組む校区の取組事例など 

を紹介しています。 

セーフコミュニティの取組に興味がある 

地域組織がありましたら、 

安心安全課（℡099-216-1512）まで 
ご連絡ください！ 

みんなで事故やけがの予防の意識を 

高めていきましょう！ 

鹿児島市では、ＷＨＯ（世界保健機関）が推奨するセーフコミュニティに取り組み、 しました。 

鹿児島市  市民局 危機管理部 安心安全課 セーフコミュニティ推進係（市役所東別館３階） 

ＴＥＬ：０９９－２１６－１５１２ ＦＡＸ：０９９－２２６－０７４８ 

～夜光反射材の効用体験～ 

夜光反射材の着用啓発の 

取組を行ってきたデル地区の 

吉野小校区では、 

右のような成果がありました。 

 

○夜光反射材の重要度 

 全市と比較して８．４ポイント高い！ 

 

  

車両（軽車両を除く）の 

運転者の事故原因 

安全運転義務違反 トップ３ 
 

１位 安全不確認 ９１３人（２８．２％） 

２位 前方不注意 ８３１人（２５．７％） 

３位 動静不注視 ５５９人（１７．３％） 

 

初心を忘れずに、 

安全運転に心がけましょう！ 

（鹿児島県警察本部 

 （交通企画課）調べ） 

○平成２８年中の運転者の交通事故では、 

 各種交通違反（１４％）によるもの以外に、 

 運転者のちょっとした不注意が、多くの交通事故を引き起こしています！ 

 

 

•

（全市） （モデル地区） 

• 『夜光反射材の重要度』 

知らない 

7.0% 

無回答 

3.6% 

知らない 

2.2% 

「知っている」 

８９．４％ 

「知っている」 

９７．８％ 

反射材の効果を知り、 

身を守る手段を確認しよう！ 
（２８年８月実施） 

「かごしま県民のための自転車の安全で適正な利用に関する条例」 

 一部施行（平成２９年３月２４日） 

 
 ◎ 自転車を利用するときは、ヘルメットを着用しましょう！ 

   ※ 平成２９年１０月からは、 

    ・ 保護者は中学生以下の子どもにヘルメットを着用させること 

       ・ 自転車損害賠償保険等への加入 

     が義務付けられます。 

 

 


